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■商学研究科

　「政策と文化の融合・文理融合」を目指し、社会の

諸問題を「学際的に」理解し、解決する人材の育成を

行っています。既存の専門分野の理論にとどまらず、

関連諸領域を幅広く取り込んだ学際的研究を行うこ

とを目的とした演習を開講し、複合的視野から研究

することを助勢するのと同時に、研究分野を異にす

る学生同士が集まることで幅広い思考力を培うこと

を目的としています。

　5つの分野（経営学・会計学・商業学・経済学・金

融学）に分けて講義科目を展開しています。博士前期

課程では学生の希望進路に合わせ「研究コース」と「ビ

ジネスコース」を設置しています。多様な分野をカ

バーする多くの教育スタッフが講義・演習科目を担

当しており、個人の研究に寄り添った充実した教育・

研究支援を提供しています。

　理学、工学およびその関連諸分野に関する理論並

びに諸現象にかかる高度な教育研究を行い、高い研

究能力と広く豊かな学識を有し、専門分野における

教育研究活動その他の高度の専門性を必要とする業

務を遂行できる人材を養成しています。

　理工学研究科生は、学会発表助成制度等を利用し

て国内外合わせて毎年約400件の学会発表を行い、

世界水準の研究に取り組んでいます。

本学大学院は、深い専門的知識や技術によって社会の課題を的確に捉え、これを探求し解決する能力を涵養す

ることが真の大学院教育と考えています。建学の理念である「実学」の伝統に基づき、知識基盤社会を多様に支

える創造性豊かな研究や開発能力を持つ研究者や高度な専門職業人の養成を目指しています。
大学院

■理工学研究科

　法学・政治学及びその関連分野における高度な研

究能力と広く豊かな学識を有し、高度な専門性を必

要とする業務を遂行できる人材を養成するための教

育課程を編成しています。法科大学院の主眼が法曹養

成であるのに対し、法学研究科では研究者養成を一つ

の柱としており、修了後は大学教員をはじめ、企業関

係法務部門、公務員等の進路に就く者が多く、研究と

実務のいずれの分野においても、自身の専門を活かし

て広く活躍しています。

■法学研究科 ■総合政策研究科

商学専攻 総合政策専攻 数学専攻・物理学専攻・都市人間環境学専攻・ 
精密工学専攻・電気電子情報通信工学専攻（前期課程のみ）・ 
応用化学専攻・ビジネスデータサイエンス専攻・ 
情報工学専攻（前期課程のみ）・生命科学専攻・ 
電気・情報系専攻（後期課程のみ）

公法専攻・民事法専攻・刑事法専攻・
国際企業関係法専攻・政治学専攻

　戦略経営研究科のビジネス科学専攻では、有職社

会人を対象とし、変化の激しい経営環境における実践

的な問題に対して、経営戦略を中心に関連諸分野の知

識を “ 総合して ” 応用する創造力と実行力に富んだ高

度専門職業人の養成を通じて、それぞれの所属する組

織の発展と、経済・社会の持続的発展ならびに新しい

文化の創造に貢献することを理念としています。　　 

　博士後期課程 : DBAプログラムでは、より高度な学

問的な枠組みにおいて、より深い探索を行うことで、

「実践的かつ時代に対応した理論を創出する」専門家

として経営者教育を行い、修了者には博士 ( 経営管理・

学術 ) の学位を授与します。

　MBA 課程では、MBAホルダーとして知っておくべき

5 つの分野、「戦略」「マーケティング」「人的資源管理」

「ファイナンス」「経営法務」の理論と実践を、講義と

CBS 型ディスカッションの形式で学びます。5 分野か

らの学びにより変化する時代のビジネスにおいて不可

欠な戦略思考を理論と実務の両方から鍛え、社会や

組織を変えるチェンジ・リーダーの育成を主眼とした

特徴あるプログラムを提供して参ります。

■戦略経営研究科 〈ビジネス科学専攻〉

■文系研究科　入試広報サイト

（法学・経済学・商学・文学・
  総合政策研究科）
在学生・修了生の声 / 学び・
研究 / 進路・就職 ほか

■理工学研究科　特設サイト

研究室 / 海外活動 / 授業 /
ゼミ / 就職 ほか

■国際情報研究科　ウェブサイト
カリキュラム・履修 /
教育スタッフ / 入試 ほか

博士前期課程・博士後期課程 博士前期課程・博士後期課程 博士前期課程・博士後期課程 博士前期課程・博士後期課程

■経済学研究科

　多彩なニーズに応える教員の指導により、経済学

の知識をより高い水準で「修得」するとともに、社会

の第一線で必要とされる論理的思考力・分析力・発

信力を高めることができます。特に博士前期課程で

は3つのコース（研究者 / 税理士 / 高度職業人）を設

置し、一人ひとりの将来設計と向き合い、必要な力

を適切に育む体制を築いています。

経済学専攻

博士前期課程・博士後期課程

■文学研究科

　自身が在籍する専攻での専門的な科目に加え、専

攻の垣根を超えた多彩な授業科目を履修することがで

き、専門領域と専攻横断的な科目を組み合わせること

で、広い視野に立った高度で深い教養を身につけるこ

とができます。修了後は研究者をはじめ、中学・高等

学校教員や専門職、公務員、民間企業等において、

大学院で身につけた高度な専門知識を活かして多分野

で活躍しています。

国文学専攻・英文学専攻・独文学専攻・
中国言語文化専攻・日本史学専攻・東洋史学専攻・
西洋史学専攻・哲学専攻・社会学専攻・
社会情報学専攻・心理学専攻

博士前期課程・博士後期課程

　情報技術の革新により、日に日に新しいサービス・

システムが誕生していますが、私たちにはそれらを

高度に運用するスキルとそれらを制御するための国

内外の法制度に関する知識が求められます。本研究

科では、新卒学生のみならず、業務上「情報学」と「法

学」のスキル・知識習得の必要性に迫られている社会

人も多く受け入れるべく、授業や研究指導を平日夜

間と土曜日に開講し、勤務を続けながらの修了を可

能にしています。

■国際情報研究科

国際情報専攻

修士課程 博士後期課程

（茗荷谷キャンパス） （多摩キャンパス） （多摩キャンパス） （後楽園キャンパス）

（多摩キャンパス） （多摩キャンパス） （市ヶ谷田町キャンパス） （駿河台キャンパス）




